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ヴェーダ祭式の祭火とその象徴思考について
































































は、宇宙に働 くもろもろの力(神的な力)が いまや工学技術 としての祭式呪術によって操作 しう
る対象とみなされるようになったことを含意している。異なった次元の存在のあいだに対応 を




































神は具体的に地上で接触できる存在 として、人間にとってもっとも親 しい神 として、人間との
密接な関係が強く意識された。たとえば、祭火がガールハパティア火壇に置かれる時に唱えら
れるマントラ(祭句)は、次のようにいう。「炎は頭である。このアグニが(祭主の)親 しき友とし




き子孫 を得るために、力豊かな息子を得るために。みずからのうちに私は子孫[=生 殖の力]を 、
みずからのうちに(ことばの力の)輝 きを置 く。われらは身体を損なうこと無 く、よき勇者を得
んことを。われら死すべ きものの心臓のうちに入 り込んだ不死なるアグニをわれらは自己の内










































ヴェー ダ祭式の祭火 とその象徴思考 につ いて
すなわち新婦の実家からもたらされるのが本来だった。結婚 して一家を構えることは、社会的





































4.シ ュ ラ ウ タ 祭 火 の 起 源 神 話 一Excursus
家 庭 祭 火 が 本 来 、新 妻 の 実 家 か ら得 られ る とい う規 定 は、 実 は シ ュ ラ ウ タ祭 の最 初 に置 かれ
る 「[シュ ラ ウ タ祭 式]火 壇 構 築 式(ア グニ ア ー デ イヤ 、Agnyadheya)」 の 解 釈文 献 にみ え る シュ ラ
ウ タ祭 火 の 起 源神 話 と呼 応 す る と ころが あ る。 祭 式 に対 す る解 釈 説 明 を神 話 の か た ち で打 ち出
す ブ ラー フマ ナ文 献 は、 地 上 の 王 プ ル ー ラ ヴ ァス と天 上 の仙 女 ア プサ ラス で あ る ウル ヴ ァシ ー
の契 りと息 子 の 誕生 とい う物 語 の な か で 、最 初 の 聖 火 の天 上 か らの人 間界 へ の 将 来 を語 っ てい
る。 この 神 話 は各 祭 式 学 派 にお い て 、 そ れぞ れ 若 干 異 な った ヴ ァー ジ ョンで伝 承 され て い る。
それ ら は語 りの構 造 の大 枠 で は一致 す るが 、 そ れ ぞ れ の関心 の焦 点 の あ り方 を反 映 して細 部 の
詳 細 と強 調 点 に異 同 を示 してい る。(各 学 派 に伝 承 さ れ る本 神 話 の ヴ ァ リエ ー シ ョン につ い て
は、 さ しあ た り以 下 の 文 献 を参 照 。H.Krick,DasRitualderFeuergrt血d㎜g,Wien1982,p.205f,
p,219f,;T.Goto,"PurtravasundUrva歪1"ausdemneuentdecktenVadhUla-Anvakhyana(Ed.
Ikari),Dr.Joha㎜aNartenCo㎜emorationVolume,2001.)
様 々 な ヴ ァー ジ ョンの うち、 シ ャ タパ タ ・ブ ラー フ マナ11.5.1が 伝 え る神 話 は 大略 以 下 の ご
と くで あ る。
天女 ア プサ ラス の ウル ヴ ァ シー は地上 の 王 プ ルー ラヴ ァス を恋 して 、地 上 に住 ん だ。 ただ し、
彼 との約 束 の ひ とつ に、彼 の裸 身 を見 る こ とが な い よ うに との禁 忌 が 含 まれ て い た。 ウ ル ヴ ァ
シー が あ ま りに長 く地 上 に留 ま っ たの で 、彼 女 の父 方 の ガ ンダ ル ヴ ァた ち は彼 女 の天 上 へ の 帰
還 を望 ん で一 計 を案 じ、夜 半 に彼 女 が 身近 に置 い て い る子 羊 を略 奪 して 、 プ ル ー ラ ヴ ァス をお
び き出 した。 略 奪 者 を追 っ て裸 の ま ま飛 び 出 した プ ル ー ラ ヴ ァス をガ ン ダル ヴ ァに よ る雷 光 が
照 ら し、 あ たか も昼 光 の よ うな明 る さの 中 で ウル ヴ ァシ ーは プ ルー ラ ヴ ァス の裸 身 を見 て しまっ
た。 そ の瞬 間 に、彼 女 は消 え失 せ 、 天界 に戻 っ たの で あ る。 そ の と き、彼 女 は子 供 を 身 ご もっ
て い た。 悲 しみ に ひ しが れ て彷徨 を重 ね る プ ル ー ラ ヴ ァス は、 あ る 蓮 池 で水 鳥 に姿 を変 えた ア
プサ ラス た ち に出 会 うこ と に な る。 プ ル ー ラ ヴ ァス は ウル ヴ ァ シー に再 び戻 る こ と を嘆 願 す る
が 、 彼 女 はふ た た び地 上 に住 む こ とを こ ばみ 、 そ の 代 わ りに二 人 の 間 に生 まれ た子供 を彼 に託
す る。 さ ら に、 ウ ル ヴ ァ シ ーの父 方 の ガ ンダ ル ヴ ァ た ち は プル ー ラ ヴ ァス に恩 典 と して祭 火 を
与 え、 そ れ を用 い た祭 式 を行 う こ とに よ っ て ブル ー ラ ヴ ァス が神 々 の一 員 と な りうる こ とを約
す る。 プ ル ー ラヴ ァスが 地 上 に持 ち帰 っ た天 上 の 火 は、 聖樹 に姿 を変 え た。 この樹 か ら祭 式 に
お い て 火 を鑚 り出す ため に用 い る鑚 火 具 が 作 られ た 。 この鑚 火具 で造 り出 した火 が 天 上 か ら も
た ら され た 火 と同 じもの で あ る 。
この神 話 は 、祭 式 に用 い られ る祭 火 は、 本 来 、神 々 が所 有 して い た火 が 地 上 に もた ら され た
もの で あ る こ とを語 って い る。 古 代 ギ リ シ ア神 話 で 天 上 か ら火 を地 上 に も た ら した プ ロメ テ ウ
ス の話 と通 じる ところが あ る(語 源 的 に も、火 を鑚 り出す とい うサ ンス ク リ ッ トの動 詞pra-math一
は 「プ ロ メ テ ウス」の語 と対 応 す る)。 こ の神 話 にお い て 、い ま注 目 して お きた い一 点 は 、地 上 で
行 う祭 式 の ため に もた らさ れ た天 上 の 火 で あ る。 こ の 聖火 は プ ル ー ラ ヴ ァス の妻 で あ っ た天 女
ウ ル ヴ ァ シ ーの 父 方 に属 す る ガ ン ダル ヴ ァか ら彼 女 の 夫 プ ル ー ラ ヴ ァス に恩 典 と して与 え られ
た。 この 神 話 で は 、天 上 か ら もた ら され た祭 火 とふ た りの 間 に生 まれ た子 供 とは別 の もの と し
て語 られ てい るが 、次 に あ げ る祭 式 手続 き書 や ほか の い くつ か の神 話 ヴ ァー ジ ョ ンが 示 唆 す る
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雄々しい(男子)を 産め』と唱えて(棒 を下の板に)差込む。_..(棒に巻いた紐を引いて回転 させ)
火を鑚 り出す。誕生 した火に向かって『お前は(両者の息子)ア ーユスである』と唱えかける。」
(ヴァードゥーラ・シュラウタスートラ1.1.3」0-15)

























いう観念を、鳥の中で もっとも空高 く飛翔する鷲のイメージに託 して具象化したものである。
基本祭場(1)の 矩形祭場の大 きさは、およそ15(m)×10(m)の 面積で、そのなかに三つの祭
火が設置される。祭場の基本軸は東西線であり、東向き、すなわち太陽の昇る方向に向かって
作られる。この祭場に置かれる火壇は練 り土で作 られる。各火壇のサイズはほぼ同 じで、口径
はおよそ1メ ー トル四方あり、高さは直立 した祭主の膝 までの高さで約0.5(m)で ある。祭火壇
以外の重要な場所 としては、鼓(つづみ)の かたちをしたヴェーディ(vedi)があ り、ここに祭式
用具 と供物の材料などが置かれる。ちなみに、祭場や祭具のサイズはすべて、その祭式を主宰







































祭 式 象 徴 の シス テム の な か に融 合 され た三 つ の 祭火 は、 以 後 、 象 徴 レベ ル で は統 合 さ れ た シ
ス テ ム の な か で それ ぞ れ 厂三 」とい う数 字 に象徴 され る全 体 性 を構 成 す る、 互 い に補 完 的 な存 在
と して位 置付 け られ る よ う にな った 。
実 は 、 図 で示 した三 つ の 祭火 壇 の形 状 は、 そ れ ぞ れが 象 徴 す る世 界 の か た ち で あ る とい わ れ
る。 円形 の ガー ルハ パ テ ィア祭 火 は 円形 の 大 地 の形 をあ らわ す。 「まこ とに、 ガ ー ルハ パ テ ィア
は ここな る世 界 で ある。 そ して まこ と に、 こ こな る世界 は丸 い。」(シャタパ タブラーフマナ6.7.1.26)
また 、 円 形 の大 地 は水 の帯 に ぐる り と囲 まれ て い る、 と もい わ れ る 。(同7.1.1.13)「 ガー ル ハ パ
テ ィアの標 識 と して 円 を作 るべ し。 なぜ な らこ こな る世 界 は 円形 だか ら。.._ダ ク シナ火 の(標
識 と して)半 円 形 を、 なぜ な ら(天 地 の)中 間(世 界)は 半 円 形 だか ら。_..ア ーハ ヴ ァニ ー ヤ の
(標識 と して)四 角 形 を、 なぜ な らか な たの 世界 は 四角 形 だ か ら。(カ ー タカサ ンカラナ16.1£)天地
の あ い だ の 中 間 スペ ー ス(中 空 、 ア ン タ リク シ ャ)が 半 円形 とさ れ る の は、 平 坦 な 円形 の大 地 の
上 に 、天 が ドー ム状 にア ー チ を か け てい る ため 、 これ を垂 直 断面 で 切 る と半 円形 の形 に見 え る
か らで あ る。 天 が 四 角 形(正 方形)と され るの は、 天が 四方 角 に どこ まで も拡 が る こ とを表 して
い る 。
さ ま ざ まな タ イ プの シ ュ ラ ウ タ祭 式 の う ち、 もっ と も最 初 に お こ なわ れ るの が 「祭 火壇 設 置 祭
(Agnyadheya)」 で あ る が 、三 つ の 祭 火 は この祭 式 で い ま列 挙 した川頁に設置 され て ゆ く。[図(1)
を参 照]祭 式 解 釈 を述べ るテ クス トで あ る ブ ラー フマ ナで もっ と もよ く出 され る これ らの 祭火 の
象 徴 解 釈 で は、 ガー ル ハ パ テ ィア祭 火 が大 地(prthivi)、 ダ ク シナ 祭 火 が 中 空 、す な わ ち天 と地
の あ い だ の 空 間ス ペ ー ス(antariksam)、 そ して も っ と も東 に 置 か れ る ア ーハ ヴ ァニ ーヤ 祭 火 は




,dyaus,svargolokaり)の 三世 界 区分 が ヴ ェ ー ダ の宇 宙 観 に お
い て も っ と もふ つ うに 用 い ら れ る もの で 、 これ らを 合 わせ た 総 体 が 「こ こ な る す べ て(ida甲
sarvam)」(あ るい は「こ れ な る もの(idam)」 と表現 され る 。 これ ら の世 界 を代 表 す る神 々 と して
は、 そ れ ぞ れ ア グ ニ神(Agni)、 ヴ ァーユ 神(Vayu,風 神)、 そ して ス ー リア 神(Sirya,太 陽神)
が 出 され る こ とが多 い 。 また 、諸 存 在 の 住 まい す る領 域 とい う観 点 か らは 、大 地 に は人 間 が 、
中空 には祖 先 霊 が 、天 に は神 々が割 り当 て られて い る 。(祖 先 霊 は神 々 よ りも低 い 領域 に住 まい
す る と され る か らで もあ るが 、 ま た、 中空 を あ らわす ダ ク シナ祭 火 で は シュ ラウ タ祭 で の 祖 先
儀i礼(ph⑩apitτyajia)が 行 われ る場 所 で も あ る。)(ま た、 人 体 レヴ ェ ルで は 、三 つ の 祭火 はそ れ
ぞれ 、 頭 、気 息 、 眼 と同置 され る。)こ の 三 つ の 世界 は、 ヴェ ー ダの宇 宙 論(コ ス モ ロ ジ ー)に お
け る全 世 界(こ の世 の 総体 、idamsarvam>,生 ける ものが あ る領 域 の全 体 、 をあ らわ してい る。
い い か え る と、 この基 本 祭 場 は 、聖 な る 空 間 で あ りつ つ 全 世界 を象 徴 して い る とい う祭 式 的 世
界 観 を あ らわ す 。
祭 火 壇 設 置 は、 三 つ の祭 火 壇 を設置 し、 そ こ に順次 、 火 を分 け て置 い て ゆ く。 祭 場 の設 営 に
お い て 、 一 つ の ア グニ か らの多 数 の ア グ ニ へ の 分 化(vibhakti,vyUha)と い う祭 式 行 為 は、 宇 宙
生成 論(コ ス ゴモ ニ ー)の 観 点 か らみ る と、 世 界 の 初 め に あ っ た まだ分 化 して ない 渾 沌 と した原
存在(一 者)が 、分 け拡 げ られて 三 世 界 と な っ た とい う神 話 の シ ェ ーマ に対 応 してい る。 「(原初
には 、)こ れ らの 諸 世 界 は 一緒 に存 在 して い た が 、 三 層 に分 れ た 。」(ジ ャイミニーヤ ・ブラーフマ
ナ1.185;シ ャタパ タ ・ブラーフマナ1.4.1.22£)この世界 三 分観 は、 よ り古 い タイ プの世 界 二分観 神 話 、
天 地 の 未 分状 態 か らの天 地 の分 離 と確 立 に よる世 界 の 発 生神 話 か らの発 展 で あ る。 第 三 の 世 界
と して の 中空(antar蛍sa、 間 にあ る 空 間)は 、 天 と地 を分 け隔 て る た め に間 に置 か れ た と され 、
い わ ば 天 と地 を独 立 に存 在 させ る た め に 介 在 す る空 間概 念 で あ る。
い っ ぽ う、 祭 式 で の具 体 的手 続 きを見 て ゆ く と、 これ らの諸 世 界 は静 的 に並 列 され てい るの
で は な く、 祭 場 で の運 動 は西 か ら東 へ 、 ガ ー ルハ パ テ ィ ア祭 火 か らダ ク シ ナ祭火 を通 って アー
ハ ヴ ァ ーニ ヤ 祭 火へ と移 動 す る 、す な わ ち 、大 地 か ら天 界 へ の上 昇 運 動 を示 唆 して い る。 そ れ
を典型 的 にあ らわす のが 、 うえの 「祭 火 壇 設 置 祭」(アグニ アー デー ヤ)の 祭 火 ア グニ を導 く儀 式 、
ア グニ プ ラナ ヤ ナ(Agr亘pra胆yana)で あ る 。祭 場 の西 側 に造 られ た ガー ルハ パ テ ィヤ祭 火壇 の な
か に、 ふ たつ の木 製 の道 具 を用 い て き りだ され た火 を置 き、薪 を くべ て これ を燃 え上が らせ る。
この 火 に液 体 バ ター(司ya)を 注 い で 供 え た あ と、燃 え る一 本 の薪 を取 り出 し、祭 官 と祭 主 は こ
れ を捧 げ て東 へ と行 進 す る。 この と き一 頭 の 雄 馬 を先 頭 に立 て る 。雄 馬 は豊 か な生命 力 を もた
らす 火 の象 徴 で あ る。 この行 進 中 に薪 の 火 は次 第 に高 く持 ち上 げ られ る。 この 行 為 は 、大 地 か
ら天 へ の上 昇 を象 徴 して い る。 「彼 は(た い まつ を)三 た び高 くか か げる。 これ らの諸 世 界 の数 は
三 で あ る。 そ れ ゆ え彼 は これ らの諸 世界 に到 達 す る。 火 を高 くか か げ る と き、彼 は この 世界(=
大 地)に 達 す る。 火 を もっ て東 に歩 む と き、彼 は 中 空 に(達 す る)。 彼 が(ア ーハ ヴ ァニ ー ヤ祭 火
壇 を)築 くと き、 か な た の世 界(=天 界)(に 彼 は達 す る)。 その(火)を 降 ろ し(て 火 壇 に移 し)た あ
と、 彼 はそ れ を再 び手 に取 って は な らな い。 そ うす れ ば(到 達 した天 界 か らの)離 脱が(生 じる)。
彼 は不 幸 に陥 る。」(カータカ ・サ ンヒター8.12:969f)こ の東 へ の行 進 は 、太 陽 の昇 る タ イ ミ ング を







ヴァルタナ(cakravartana)と 呼ばれるが、王者が戦車を駆って大地を征服 してゆくさま(c£ 転
輪王チャクラヴァルティン)のように、アグニ神が障害を焼き払いながらその支配領域を拡げて
ゆくさまをあらわ している。また、この車の象徴は、同時に天界に駆けてゆく太陽の戦車 をも
あらわす。祭火アグニは、すべての光 り輝 くものと同一視されるが、とりわけ天界 にあっては
太陽を象徴する。祭式家のイメージでは、神々に献 じられた供物を天界へと運んでゆくアグニ
の神は、空中を由由に飛翔する鳥になぞらえられることが多い。このイメージをもっともよく
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                          IKARI Yasuke 
                                  Kyoto University 
                          1 The VedicRitual
  The oldest surviving body of texts in India known as the Vedas discuss the various interpretations of 
  the so-called Vedic rituals which were performed among the upper classes in northern India. The 
  Vedic rituals consist of &ya which include household rites conducted during the various passages 
  of life, and irauta which are more large-scale ceremonies conducted by the community leader in 
  front of the sacred fires. 
    The Vedic rituals are based upon the notion that the cosmos is governed by a proper order. This 
  order of the cosmos is called rta. One who is in tune with the order of rta was believed to be able to 
  bring about fertility. The most effective way of bringing about fruitftil results was through rituals. 
  Mantras used in rituals were believed to enhance the efficaciousness. Belief in the word-power 
  brought about an important development in ancient Indian philosophy. 
    A distinct feature of the Vedic rituals is the ritual fire set up to intercede between the gods of 
  heaven and the people on earth. Vedic rituals take the form of receiving honored guests. Thus, the 
  gods who receive the benefits of the earth are treated as honored guests. When offering is made, a 
  special platform is erected where various offerings are put in the ritual fire. On this extraordinary 
  occasion a deity known as Agni intercedes on behalf of the people on earth by carrying these goods 
  to the gods in the heavens. In this way, the offerings pass between the two realms through theritual 
  fire. 
    The form that this fire ritual takes is receiving honored guests. But according to various 
  commentaries that explain the meaning of this ritual state, there is also an element of enchantment 
  that is symbolized in these procedures. While these magical rituals are taking place, a symbolic 
  relation between the various dimensions is established. In its initial phase, there seems to have 
  been two dimensions (that of gods, that of ritual) that were discussed among theologians, but as 
  time progressed this developed into the dimension occupied by the gods, the ritual dimension, and 
  the human dimension. 
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                      2 The Agni, Ritual Fire 
The Agni deity was thought to have the closest relation with the human world. The deity operates 
within the ritual context and also takes upon a human manifestation. But these two symbolic 
aspects are combined within the intellectual context. For example, the procedures for carrying the 
ritual fire when embarking on a journey are internalized as the concept o f the Agni and the human 
soul as one entity which is called itman. 
  An interesting development in the intellectual history of ancient India is the establishment of a 
hierarchy for rituals. By separating the grauta ritual from the gjhya and placing the former above 
the latter, the hierarchal relation was defined. The performance of these fire rituals was related to 
the place of worship. When a young couple were married, a ritual fire was transferred to their new 
home. Initially, the fire was brought from the bride's home rather than from the husbands. By 
contrast, three to five ritual fires were used during the §rauta ritual where fires were distributed 
from the family fire. In other cases, aranz, fire-drill tools, were used to produce a new fire 
belonging to the sacrificer himself. But gradually over time, the latter method was employed 
exclusively. In other words, "one's own fire" decided the form of the ritual. This reflects the 
intellectual tendency of the middle Brihmana period to present ritual space as a self-perfected 
realm.
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